
【ハード面の整備】

境町の防災の取り組み
町では、平成 27 年９月に発生した「関東・東北豪雨災害」を教訓に、防災に関する様々な取り組
みを防災施設や設備の整備などのハード面と、広域避難に関する協定や防災訓練などのソフト面の
それぞれで進めてきました。町が取り組んできた取り組みを紹介します。
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平成 27年度〜
「河川防災ステーション」
整備を国へ要望

誰一人取りこぼさないために町ができること

SAKAI BOUSAI
境町の防災

SAKAI BOUSAI
境町の防災

【ソフト面の整備】

平成 28年 4月

全小学校に「防災倉庫・
災害用トイレ」を設置

平成27年８・９月

町内各地に「土嚢ステー
ション」を増設

平成29年度

屋上に避難場所を備えた
定住促進住宅を整備

平成28・29年度

水素カーを導入（災害時
は電源として活用）

平成30年７月

全国初となる「水害避難
タワー」を整備

平成30年６月

「コンテナハウス」を災害
用に導入

境町防災アドバイザー・
東京大学大学院
片田  敏孝 特任教授

見附市では住民一体となった防災訓練
を続けており「自助・共助・公助」を
考える良い機会となりました。10 月
26 日に予定されている境・古河・五霞・
県総合防災訓練に今回の視察研修の経
験を生かしていきたいと思います。

境町区長会長
稲垣 稔さん

境町でも関東・東北
豪雨以上の水害がいつ
起きてもおかしく
ありません。
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催
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を
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全
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に
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担架での搬送訓練に参加した行政区長の皆さん

訓練を視察する消防団の皆さん

実施イメージ（平成 29 年度
境地区での防災訓練の様子）

消火器による消火訓練 負傷者の救助訓練の様子

バケツリレーによる消火訓練

平成 29年度〜 32年度

「雨水排水計画」策定・
バイパス管整備開始

※バイパス管イメージ
平成 29年度〜平成 34年度

「染谷川冠水対策計画」策
定・調整池を整備予定

※調整池イメージ

平成 28年 12月

坂東総合高校と「合同避
難訓練」を実施

平成28年 6月

坂東総合高校と「広域町
外避難所覚書」を締結

平成29年 10月

総和工業高校と「広域町
外避難所覚書」を締結

平成29年度

「広域避難共同調査研究事
業」実施

平成26年 6月
茨城県建設業協会と「災
害時相互応援協定」締結

平成26年度

利根川決壊時の「想定浸
水深掲示板」を設置

平成29年〜

「防災アプリ」の開発・実
証実験を開始

平成31年度〜

「防災行政無線のデジタル
化」及び増設開始

平成30年６月〜

防災アプリ「Sakainfo」
導入開始

平成31年度

「逃げどきマップ」作成
及び全戸配布

平成29年 10月

東京大学片田教授「防災
講演会」を実施

平成29年 10月

「境地区総合防災訓練」を
実施

平成29・30年度

東京大学片田教授「広域避
難プロジェクト」を実施

平成30年度

東京大学片田教授「中学生
向け防災講演会」を実施

令和元年10月

「境町総合防災訓練（広域
避難訓練）」実施予定

防災に関する
様々な取り組み
を行っています
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